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単身者向け住宅のキッチンに関する事例研究
澤 島 智 明
A Case Study about the Kitchen in the Single Room Apartment
Tomoaki SAWASHIMA
要 旨
本研究は単身者向けの賃貸住居の主流である若年単身者向けのワンルームマンション・アパートに
おけるキッチン使用実態やキッチンに対する要望、満足度などを把握し、これからの単身者向け住宅
のキッチンに求められる要件を考察する基礎資料とすることを目的とする。10件の少数事例を対象に
現地でキッチンを確認しながら、食生活や炊事・調理の状況、キッチンの使用状況と評価に関するイ
ンタビュー調査を行った。結果、以下のことが明らかになった。
１）３食を規則正しくとっているのは対象者10人中２人で、単身者の食生活の不規則さが窺えた。
２）自炊・非自炊に関わらず、調理台やシンクの狭さ、加熱調理器具の口数など、台所空間の狭さや
それに伴うキッチンユニットの小ささに関する不満が多かった。中食の発達により、調理済み食品
を購入して自宅で食べる場合でも、切り分ける、移し直す、炒め直すなどキッチンでひと手間掛け
ることが増えており、非自炊者にもキッチンの広さや使い勝手が重要になっていると思われる。
３）加熱調理器具について自炊者は使い勝手などを理由にガスコンロを好み、非自炊者は手入れの簡
単さなどを理由に IHを好む傾向があった。
４）キッチンユニット上下に収納があれば収納容量の不足は挙げられなかった。
５）現在の借間選択の際にキッチンを重視した対象者はいなかった。単身者向け賃貸のキッチンの種
類が限定的で選択肢が狭いために重視できなかった例も見られた。
１．はじめに
戦後、日本人の食事スタイルは大きく変化し、家の外で食事を取るいわゆる「外食」が一般化した。外
食産業は1990年代半ばまで急激な発展を遂げたがその後は縮小傾向が続いている。それに代わって、調理
済み食品を自宅で食べる「中食」が発達し、さらには下調理済みの食材パッケージの増加など、近年の食
事スタイルは更に多様性を増している。また調理の場である台所とキッチンユニットについては、高級シ
ステムキッチンに代表される高機能化、高付加価値化、デザイン重視の傾向が続いてきたが、今後は外食
や中食の普及によってコンパクト化、簡便化していくという意見もある１)，２)。一方で、近年の食の自然志
向、健康志向を反映して、昔の土間台所のような調理機能最優先のこれまでとはまた違ったこだわりを持
つキッチンを求める声もあるという。このように台所やキッチンに求められるものも多様化しているとい
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える。
一方、近年日本の世帯構成は高齢化などによって急激に変化している。国立社会保障・人口問題研究所
の報告３) によると、1980年には世帯の42.1％を占めて主流だった「夫婦と子」世帯は減少を続けており、
2010年には27.9％、2035年には23.3％まで減少すると予測されている。一方、1980年に19.8％だった単独
世帯は2010年に32.4％と既に「夫婦と子」世帯を上回っており、2035年には37.2％まで拡大することが予
測されている。高齢単身者の増加が主たる要因であるが、他にも若年層の晩婚・未婚化などにより様々な
年齢層での単身者が増加する傾向にあることが指摘されている。この様に単身者の増加と多様化によって
単身者向け住宅に求められるものも多様化することは確実で、そこに付設される台所空間やキッチンへ設
備への要望もやはり多様化していくと思われる。既設の単身者向け住居は学生や若年層を対象としたもの
が中心で、台所空間やキッチンは広さや機能が不十分なものも多く、今後益々多様化する単独世帯の食事
スタイル、調理スタイルの要望に対応できない可能性が高い。
単身者向け住宅のキッチンに関する既往研究として、沖田による一人暮らし学生の食生活と調理空間に
関する調査研究４)〜６) がある。沖田は1993年に東京近辺の一人暮らしの学生を対象としたアンケート調査
を行い、学生の炊事、調理、食生活の実態や食に関する意識を明らかにした上で、調理の手間と自炊頻度
から食生活の型分けを試みている。また、学生が使用している台所空間やキッチンユニットについて分析
を行い、食・調理に関わる道具の所有と収納、キッチンユニットの広さの実態とそれに対する使用者の評
価などを報告している。さらに食生活の型と台所空間・キッチンユニットの関係を分析した結果から、食
生活の型別にキッチンユニットの標準化と食・調理空間事例の提案を試みている。
現在、沖田の調査報告から20年が経過し、若年層に限定しても食生活は益々多様化し、求められるキッ
チン像も更に変化していると思われる。本研究は単身者向け賃貸住居の主流である若年単身者向けのワン
ルームマンション・アパートにおけるキッチン使用実態やキッチンに対する要望、満足度などを把握し、
これからの単身者向けキッチンに求められる要件を考察する基礎資料とすることを目的とする。
２．調査方法
単身者のキッチン使用の実態を詳細に把握するために、少数を対象としたインタビューによる事例調査
を行った。調査者が対象者の借間を訪問し、現地で台所空間とキッチン設備を確認しながら居住者にイン
タビュー調査を行った。また、居住者の許可が得られた場合は写真撮影を行った。調査期間は2010年８月
18日〜2011年１月11日。対象者は佐賀市及び近県のワンルームマンション・アパートで一人暮らしをする
21歳から24歳の10人である。調査対象者の詳細を表１に示す。性別は女性７人、男性３人、職業は学生７
人、社会人３人である。借間の間取りは１Ｋタイプを基準に選定したが、ロフト付きの間取りが１件、居
室内にキッチンが付設されている間取りが１件含まれた。インタビューの主な質問項目は、食生活の状
況、調理の頻度、料理の得手・不得手などの食生活と炊事に関する諸項目、およびキッチンの使用状況、
キッチン空間と設備の満足・不満点、理想のキッチンなどのキッチンの使用状況と評価に関する諸項目で
ある。質問項目を表２に示す。
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表１ 調査対象者一覧
対 象 者 住 戸
記号 性別 年齢 職 種 所在地 形 態 間 取 り
Ａ 女 23歳 会社員 福岡県筑紫野市 マンション １Ｋ ８畳
Ｂ 男 24歳 会社員 福岡県筑紫野市 アパート １Ｋ 10帖
Ｃ 女 22歳 幼稚園教諭 佐賀県佐賀市 マンション １Ｋ 11帖
Ｄ 女 22歳 学生 山口県山口市 アパート １Ｋ ６帖
Ｅ 男 23歳 学生 佐賀県佐賀市 アパート １Ｋ ６帖
Ｆ 女 21歳 学生 佐賀県佐賀市 アパート １Ｋ ６帖＋４帖（ロフト)
Ｇ 女 23歳 学生 佐賀県佐賀市 アパート １Ｋ ６帖
Ｈ 女 22歳 学生 佐賀県佐賀市 マンション １Ｋ 10帖
Ｉ 女 22歳 学生 佐賀県佐賀市 アパート １（Ｋ） ９帖
Ｊ 男 22歳 学生 佐賀県佐賀市 アパート １Ｋ 11帖
表２ 主な質問項目
１）食生活・炊事の現状
自炊・外食の頻度、食費、料理の得手不得手・レパートリー 等
２）キッチンの使用状況と評価
キッチン全体の評価、キッチン各部（調理台、シンク、加熱調理器具、水栓、収納）の評価
理想のキッチン、住居やキッチンへのこだわり、ごみ・生ごみの処理 等
３）基礎情報
職業、生活時間、収入、現住居の間取り・家賃、居住歴、借間選択の条件 等
３．結果・考察
３．１ 対象者の食生活と炊事の実態
表３に調査対象の単身者10人の食生活と炊事の実態を示す。10人のうち、３食を規則正しくとっている
のは２人のみで、半数が朝食をとっていない。「食事時間が不規則」「１日１食で済ます日がある」等の回
答もあり、単身者の食生活の不規則さが窺える。また、自炊をしている対象者（主食・副食を食材から購
入して調理している者；以降、自炊者）が６人であり、「全く」または「ほとんど」自炊していない対象
者（以降、非自炊者）が４人であった。自炊の頻度は「ほぼ毎日」から「週に１，２回」まで様々であ
る。「月に１，２回あるかないか」と回答したＣは非自炊者とした。非自炊者には「料理が嫌いなため自
炊しない」者もいたが、「料理は好きだが、忙しい」「料理は好きだが、片付けが面倒」という者もいた。
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表３ 対象者の食生活と炊事の実態
対
象
者
食 生 活 炊 事 の 実 態
１日
３食 詳 細 自炊 詳 細 そ の 他
Ａ ○
・朝食は冷凍のものやパスタ
など、簡単なもので済ませ
ることが多いが、必ず食べ
るようにしている。
△
・頻度：夕食は週２，３
日。
・昼食はたまに弁当を作る。
Ｂ ×
・朝食抜き。１日２食（学生
時代からの習慣）
×
・社会人になってからは
自炊をしていない。
・料理は好きだが、面倒なので
作らない。
Ｃ ×
・朝食抜き。平日２食、休日
１食
×
・頻度：月に１，２回あ
るかないか。
・料理をするのは好きだが、片
づけるのが嫌い。料理はレシ
ピがあれば何でもできる。
Ｄ ○ ・３食きちんと摂っている。 ◎ ・頻度：ほぼ毎日。
・お昼はお弁当を作って持って
行っている。
Ｅ × ― ○
・飲み会などがないとき
は自炊。食材を買い置
きして簡単なものを作
ることが多い。
―
Ｆ × ・朝食抜き。 ◎ ・頻度：週５日以上。
・料理のレパートリーは20種類
以上。
Ｇ × ・朝食抜き。１日２食 ○ ・頻度：週３，４日。
・料理のレパートリーは20種類
以上。
Ｈ ×
・３食摂らない。食事時間も
ばらばら。
× ・自炊は全くしない。 ・料理は好きではない。
Ｉ × ・朝食抜き。 ×
・自分の部屋で自炊をす
ることはない。
―
Ｊ ×
・３食摂らない。１食の日も
ある。
△ ・頻度：週１，２日。 ―
３．２ 対象単身者のキッチン使用・評価の事例
対象者のキッチンの使用や評価に関して６件の事例を紹介する。
■Ａの事例
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図１ Ａのキッチンの様子（左：狭く浅いシンク、右：１口の IH調理器）
Ａは社会人で夕食を週２，３日程度の頻度で自炊している。また、頻度は高くないが昼食の弁当を作る
こともある。キッチンユニットは間口が1,000㎜強のいわゆる「ミニキッチン」サイズで、調理台やシン
クの狭さに強い不満を感じている。シンクは狭さに加えて「浅く、水はねが気になる」という不満、コン
ロは IHクッキングヒーター（１口）備付で「１口は使ってみると思ったより使いにくく、２口のガスコ
ンロが欲しい」という不満が聞かれた。また、キッチン周りの収納に関しても「収納場所はあるが、吊戸
棚が高すぎて使い勝手が悪い」と感じている。Ａは社会人になって一人暮らしを始めたが、借間選択時に
キッチン設備には配慮しなかったため、使用して初めて使い勝手の悪さに気付いたという。
■Ｂの事例
Ｂは社会人になってからは自炊していない。料理は好きで学生時代には自炊していた時期もあったが、
社会人になって忙しさから料理が面倒になったという。借間のキッチンユニットは間口が1,500㎜程度で、
コンロ台にガスコンロを後置きするタイプである。しかしＢは自炊をしていないためにガスコンロを購入
せずに現在は水切りかごが置いてある。加熱調理器具はガスコンロよりも備え付けの IHクッキングヒー
ターの方がよかったという意見も聞かれた。調理台の広さやシンクの大きさには満足している。台所空間
は広く、学生時代に購入した上面に耐熱タイルを張った作業台や調理器具を収納するカラーボックスなど
が整然と設置されており、収納量は十分である。
■Ｄの事例
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図２ Ｂのキッチンの様子（左：コンロは未購入、右：台所空間が広く収納棚が整然と置かれる）
図３ Ｄのキッチンの様子（左：広い台所とキッチンユニット、右：調理家電が整然と置かれる）
Ｄは学生で、ほぼ毎日３食を自炊する（昼は弁当を作る）上、菓子作りを趣味としており、台所の使用
頻度が非常に高い。キッチンユニットは間口が1,700㎜程度で調理台やシンクの広さにはおおよそ満足し
ている。シンクは2,500㎠以上の面積があり、ミニキッチンよりも明らかに広く、「十分な広さがある」と
して満足している。一方、調理台は2,200㎠程度で、こちらもミニキッチンよりも広いが、「困らないが、
もう少し広くてもいい」と調理頻度が高いこともあり、更に広い面積を希望していた。コンロ台にガスコ
ンロ（２口、魚焼きグリル付）が後置きされており、口数や使い勝手に満足している。また、Ｄは台所空
間が広いため、電子レンジ、炊飯器、ポットなどの調理家電や各種調味料を置く棚を冷蔵庫と並べてキッ
チンユニット横に設置しており、台所の使い勝手を高めている。これらの調理家電のコンセント数にも問
題はない。収納は吊戸棚と流し下収納があり不足はない。不満点は少ないが台所が玄関横にあるために冬
期に足元が寒いという不満が聞かれた。
■Ｅの事例
Ｅは学生で、簡単なものをほぼ毎日自炊している。キッチンユニットは間口が1,000㎜強の「ミニキッ
チン」サイズで、調理台やシンクの狭さを感じている。しかし調理時は冷蔵庫上をボウル等調理器具の置
き場にして「何とかして」おり、調理台の広さについては「欲をいえばもっと広さが欲しい」と回答して
いる。しかし、写真に示す通り、「補助作業台」として使用している冷蔵庫の天板面は電子レンジ手前の
ごく狭いスペースしか空いておらず、極めて不安定な物置場にしかなっていない。シンクについても「広
くはないが、水はね等は気にならない」と強い不満は聞かれなかった。コンロはガスコンロ（１口）備付
である。ガス式であることは「IHより使い勝手の点で良い」と評価しているが、口数が不足しており
「２口欲しい」という意見が聞かれた。調理家電は写真のようにキッチン横の洗濯機との間に設置され、
手狭な印象があるが特に不満は聞かれなかった。コンセントは不足しており、炊飯器とオーブントース
ターを差し替えながら使用しているが、トースターの使用頻度が低いため、特に不便は感じていない。ま
た、収納についても不足はない。このようにＥの台所空間は非常に狭く、調理台や調理家電置き場が不足
している印象を受けるが、Ｅ自身は特別強い不満を持っているわけではなく「何とかなっている」と感じ
ている。しかし、Ｅの自炊が「簡単なもの」に留まっているのは台所空間の狭さと無関係ではないように
思われる。
澤 島 智 明158
図４ Ｅのキッチンの様子（左：狭いキッチンユニット、右：調理家電が積み上げられている）
■Ｆの事例
Ｆは学生であり、週に５日以上と高い頻度で自炊をしている。キッチンユニットは間口が1,600㎜程度
で、コンロ幅が短いことを除けば前出のＤと同程度の広さである。Ｄと同じくシンクについては「広さは
ちょうどいい」と満足している。一方、調理台については「広さは十分だが、水切りで狭くなっている」
と若干の不満が聞かれた。これはＦの台所空間が狭く、棚などを置く場所がないために、水切りラックを
調理台上に置かざるを得ないためである。Ｄの台所空間が広く、食器乾燥機を冷蔵庫上に設置して使い勝
手を高めていたことと対照的である。また、Ｆは食器棚を居室に設置しており、その使い勝手にも不満が
聞かれた。また、備付の電気コンロの使い勝手について「余熱が残りやすいので火加減が大変」「温度調
節しづらい」など強い不満が聞かれた。２口のガスコンロを希望している。一方、キッチン収納について
は吊戸棚と流し下収納があるために、調理道具などの収納には不足を感じていない。
■Ｉの事例
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図５ Ｆのキッチンの様子（左：水切りラックが調理台を狭くする、右：電気コンロ）
図６ Ｉのキッチンの様子（左：狭いキッチンユニット、右：調理家電が居室に溢れている）
Ｉは学生で自炊はしておらず、食費を外食と中食に同程度使用している。キッチンユニットは間口が
1,000㎜強の「ミニキッチン」サイズで、調理台やシンクの狭さに強い不満を感じている。調理台が狭い
ためにまな板を縦置きで使用しており、使い勝手が悪く危険でもある。シンクは狭くて浅いために、「食
器洗いが嫌いになった」という意見が聞かれた。コンロはガスコンロ（１口）備付であるが、口数が不足
しており２口欲しいという希望であった。収納の不足はない。また、Ｉの借間はキッチンが居室内に付設
している間取りであり、料理をすると部屋に匂いがこもる、調理家電が居室に溢れ出すなど特有の問題が
指摘された。匂いに関してはコンロを使用する際には窓を開けた上、台所と浴室の換気扇を回すことで対
応している。また、調理家電については食器乾燥機などの置き場に困っておりコンセント数も足りない。
３．３ 調理台、シンクに対する不満点
事例に現れていた問題点について表４と表５にまとめた。キッチンに関する不満点として、調理スペー
スやシンクの狭さ、加熱調理器具の口数など台所空間の狭さやそれに伴うキッチンユニットの小ささに関
するものが多かった。特に、調理台の狭さに不満を持つ対象者は10人中７人に上った。ミニキッチンサイ
ズのキッチンユニットでは調理台の面積が600〜1,500㎠程度で、まな板がはみ出すなど不便である以上に
調理作業に危険が伴うと思われた。シンクについては面積の狭さに加えて深さに対する不満が挙げられ
た。狭さや水栓の形状とも関係していると思われるが、シンクが浅いため「水はねがする」という意見が
複数聞かれた。自炊・非自炊に関わらず、狭い調理台と狭く浅いシンクは使い勝手が悪く不満の原因と
なっている。非自炊者であっても狭いキッチンに対する不満が強い理由は、調理済み食品を購入して自宅
で食べる（中食）ことが多く、さらにひと手間を加えて、よりおいしくあるいは経済的に食事をしようと
するためである。多めの食品を少量に切り分ける、プラスチック容器から食器に移し替える等のために調
理台の広さが求められ、使用した食器を洗浄するためにシンクの使い勝手が求められている。また食品の
再加熱も電子レンジでの温め直しにとどまらずに、炒め直し、煮込み直し、焼き直しなどが行われること
があり、コンロの口数が求められている。このことは中食の発達によって自炊と非自炊の境界があいまい
になってきていると捉えることもできる。
表４ 調理台とシンクの広さに対する評価
対象者
調 理 台 の 広 さ シ ン ク の 広 さ
評価 詳 細 評価 詳 細
Ａ × ・狭い。まな板が置けない。 × ・水はねする。狭い、浅い。
Ｂ × ・まな板＋ものを少し置ける程度の広さ。 ○ ・広さはあるが浅いため、水はねする。
Ｃ × ・せまい。 ×
・それほど広くないので洗い物がしにくい
と感じている。
Ｄ ○
・奥行きもあり、困らない程度の広さには
なっているが、もう少し広くてもいい。
○
・広さは十分。水はねは若干気になる程
度。
Ｅ ×
・欲をいえばもっとほしい。調理の時ボウ
ルなどを置く場所がないときは、冷蔵庫
の上に置いたりしながら調理している。
×
・広くはない。水はねは気になるといわれ
れば気になる程度。排水トラップの蓋の
ゴムのせいで水の流れが悪く、つまるこ
ともある。
Ｆ △
・広さは十分あるが、水切りを調理台に置
いているので広さがなくなっている。
○
・広さはちょうどいい。深さは浅いので、
水はねする。
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Ｇ ×
・ないに等しい。以前は靴箱の上で作業。
食器を洗ったものを入れるかごなども靴
箱の上に置いていた。
×
・狭い。浅いので水はねが気になる。少し
の水量でもよくはねる。
Ｈ ○ ・広い。 ○
・広い。洗い物などは困らない。深い。水
はねは気にならない。
Ｉ ×
・狭い。まな板がはみ出すので、横ではな
く縦の向きに置く。
× ・狭くて浅い。水はねは気にならない。
Ｊ ×
・今の倍くらいほしい。まな板が滑るの
で、まな板の下に布巾をしいている。
×
・もう少し広い方がいい。水道の勢いが強
いので水はねが気になる。
○：満足、×：不満あり、△：若干不満あり
また、キッチンユニットの間口や調理台のサイズに加えて、台所空間の広さや間取りがキッチンの使い
勝手に影響していることにも注意が必要と思われる。例えば、キッチンの使用頻度が高い対象者ＤとＦは
共にキッチンユニットの間口が単身者用としては広めであるが、使い勝手に対する満足は大きく異なって
いた。Ｄは台所空間が広く、キッチンユニット横に調理家電・器具、調味料を置く棚を設置していること
が使い勝手を高め、高い満足を示している。一方、Ｆは台所空間が狭く、棚などを設置するスペースがな
い。置き場に困って調理台に設置した水切りラックが調理スペースを圧迫していること、台所に置き場が
なく居室に設置した食器棚の使い勝手が悪いことなどに強い不満を示している。また、調理台の狭さを補
うために補助的な作業台を求める意見は多く聞かれたが、補助作業台を置くスペースのある台所はほとん
ど見られなかった。Ｅは台所空間が狭く、補助作業台が置けないため、冷蔵庫上を調理中の物置台として
使用しているが、極めて狭く不安定である。Ｊも台所空間が狭く「下駄箱の上を作業台として使っていた
こともある」と回答している。キッチンユニットの間口や調理台面積の狭さは避け得ないこともあるが、
補助的な作業台や調理中の仮物置の設置に配慮があれば、使い勝手が改善される事例は多いと思われる。
３．４ 加熱調理器具、水栓、コンセント、収納等に関する不満点
自炊・非自炊に関わらず、またガス・IH 等の方式に関わらず、１口しかない加熱調理器具には不満が
聞かれた。前述したように、中食の普及と多様化によって購入した調理済み食品に再加熱をする方法が多
様化しているためと思われる。方式については自炊者にはガスコンロを、非自炊者には IHを希望する者
が多かった。自炊者がガスコンロを支持する理由として「IHは鍋をはなすと火が止まるなど面倒なこと
が多い（Ａ：現在 IH）」「IHは対応した調理器具を新たに購入する必要がある（Ｅ：現在ガス）」という
調理時の使い勝手やこれまでの調理方法を変更することへの抵抗が挙げられた。一方、非自炊者が IHを
支持する理由として「ガスコンロは汚れやすいが、IHは掃除がしやすい（Ｊ：現在ガス）」「あまり使用
しないので管理が簡単な方が良い。ガス代より電気代の方が安い（Ｂ：現在コンロ未設置）」という清掃
の容易さや光熱費が挙げられた。
対象住戸のキッチン水栓はシングルレバー混合栓と２ハンドル混合栓が５件ずつあったが、２ハンドル
混合水栓について２人から「水量・水温の調節がしにくい（Ａ、Ｇ）」「ハンドル周りが汚れやすい（Ａ）」
という不満が聞かれた。実家などでシングルレバー混合水栓を使用した経験から２ハンドル混合水栓の使
い勝手に不満を感じたと思われる。また、少数（３件：Ａ、Ｃ、Ｉ）ではあるがキッチン廻りのコンセン
ト数の不足も不満点として挙げられた。今回の調査対象者は全員が冷蔵庫と電子レンジを使用しており、
これらの機器にキッチンの２口コンセントを使用している場合が多かった。これらに炊飯器、オーブン
トースター、食器乾燥機などが加わる場合にはコンセント数が不足している事例も見られた。その際、
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タップ等で口数を増やすのではなく、居室のコンセント近くで炊飯器を使う（Ｃ）、使用頻度の低い機器
のコンセントを抜き差ししながら使用する（Ａ、Ｉ）という対応がされていた。
表５ 対象住戸の加熱調理器具、水栓の方式と評価
対
象
者
加熱調理器具（コンロ） 水 栓
方 式 評価 詳 細 方式 評価 詳 細
Ａ
IH（１口）
備付
×
・１口は使ってみると思ったよ
り使いにくい。IH は鍋をは
なすと火が止まるなど面倒な
ことが多い。ガスコンロが２
口ほしい。
２Ｈ ×
・使いにくい。掃除がしにく
く、ハンドルのあたりに汚れ
がたまる。
Ｂ なし --
・コンロは購入せず、コンロ台
は水切りかご置場になってい
る。IH 備付がよかった。あ
まり使用しないので管理が簡
単な方が良いため。また、ガ
ス代より電気代の方が安いた
め。
SL ○ ・便利
Ｃ
IH（１口）
備付
×
・口数が1つなので効率が悪く
面倒。
SL ○ ・特になし
Ｄ
ガス
（２口グリル付）
後置
○ ・満足している。 ２Ｈ △
・冬でも湯を使って洗い物をし
ないので、特に困ることはな
いが、シングルレバー混合水
栓なら便利だろうとは思う。
Ｅ
ガス（１口）
備付
×
・２口ほしい。方式はガスで良
い。IH は対応した調理器具
を新たに購入する必要がある
ため。
２Ｈ ○
・特別不便だと感じたことはな
い。
Ｆ
電気コンロ
（２口）備付
×
・余熱が残りやすいので火加減
は大変。温度調節しづらい。
SL ○
・使いやすい。お湯の切り替え
は簡単（スイッチ式）。
Ｇ
ガス（１口）
備付
×
・１口なので不便。魚焼き用の
グリルもない。
２Ｈ ×
・調節が難しい。食器洗いの
際、水量・湯温が変化するの
で使いづらい。60℃のお湯が
出るので水でうすめる。
Ｈ
ガス
（２口グリル付）
後置
○
・入居時に２口グリル付ガスコ
ンロを選択したが、使用して
いない。
SL ○
・お湯の切り替えは簡単（ス
イッチ式）。
Ｉ
ガス（１口）
備付
× ・２口ほしい。 ２Ｈ ○
・スイッチで温度設定できるの
で使いにくいということはな
い。
Ｊ
ガス（２口）
備付
×
・ガスコンロは掃除が面倒。掃
除のしやすい IHが良い。
SL ○
・スイッチでお湯の温度を調節
している。42℃に設定してい
る。
○：満足、×：不満あり、△：若干不満あり ２Ｈ：２ハンドル混合栓、SL：シングルレバー混合栓
収納に関してはキッチンユニットの上下に収納があればスペースの不足は挙げられず、容量不足を指摘
したのは吊戸棚のないＧのみであった。キッチン収納に関する他の不満点としては「吊戸棚が高すぎる
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（Ａ）」、「台所が狭く食器棚が置けない（Ｆ）」「水切りを調理台に置かなければならない（Ｆ）」「調味料を
置く場所がない（Ｃ）」が挙げられた。非自炊者Ｃが調味料置き場の不足について不満を抱いているのは、
前述した中食の発達・多様化によるものと思われる。
３．５ 借間の選択について
現在の借間を選択した際にキッチンを重視したという対象者はいなかった。対象者10人のうち２人
（Ｂ、Ｊ）は住み替えを経験しており、二度目の借間選択の際には様々な点を考慮したが、「キッチンには
特に注目しなかった」という回答だった。Ｂはキッチンユニットのおおよその大きさを意識したものの、
住宅設備では「独立した洗面化粧台が付設されていることが絶対条件」であり「キッチンは決め手にはな
らなかった」という。Ｊは前の借間がカウンターキッチンで広さもあり「キッチンについては非常によ
かった」が立地を優先して現在の借間に住み替えた。希望した地域には多くのワンルームマンション・ア
パートがあったが、キッチンの種類は限定的で選択幅が狭く「キッチンにはこだわることができなかっ
た」という。
４．おわりに
若年単身者のキッチン使用実態やキッチンに対する要望、満足度などを把握することを目的に、10件の
少数事例を対象に現地でキッチンを確認しながら、食生活や炊事・調理の状況、キッチンの使用状況と評
価に関するインタビュー調査を行った。結果、以下のことが明らかになった。
１）対象者10人のうち、１日３食を規則正しくとっているのは２人のみで、単身者の食生活の不規則さが
窺えた。
２）自炊・非自炊に関わらず、調理スペースやシンクの狭さ、加熱調理器具の口数など台所空間の狭さや
それに伴うキッチンユニットの小ささに関する不満が多かった。中食の発達により、調理済み食品を購
入して自宅で食べる場合でも、切り分ける、移し直す、炒め直すなどキッチンでひと手間掛けることが
増えており、非自炊者にもキッチンの広さや使い勝手が重要になっていると思われる。
３）加熱調理器具について自炊者は使い勝手などを理由にガスコンロを好み、非自炊者は手入れの簡単さ
などを理由に IHを好む傾向があった。
４）収納に関してはキッチンユニット上下に収納があれば容量の不足は挙げられなかった。
５）現在の借間選択の際にキッチンを重視した対象者はいなかった。単身者向け賃貸のキッチンの種類が
限定的で選択肢が狭いために重視できなかった例も見られた。
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